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平
成
二
十
年
度
「創
生
」三
年
目
へ 

 

出
発
式 

 
 

九
月
八
日
（
土
）
十
八
時
よ
り
、
ホ
テ
ル

カ
デ
ン
ツ
ァ
に
て
鳥
越
等
主
席
研
究
員
・

松
本
真
志
研
究
員
の
ご
出
席
を
戴
き
、

井
口
節
子
さ
ん
の
進
行
で
行
わ
れ
た
。

 

 

式
典
で
は
二
十
年
度
の
辞
令
が
一
人
ひ

と
り
に
手
渡
さ
れ
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
新
た
な
決
意
を
誓
っ
た
。  

 

 

辞
令
交
付
の
あ
と
昨
年
度
家
庭
倫
理
の

会
練
馬
区
設
立
の
感
謝
の
表
彰
式
が
あ

り
、
鳥
越
主
席
よ
り
小
林
三
雄
会
長
へ
盾

が
渡
さ
れ
た
。

 

 

鳥
越
主
席
は
、
挨
拶
で
「
昨
年
の
練
馬

区
の
皆
様
お
一
人
お
一
人
の
ご
活
躍
は

素
晴
ら
し
か
っ
た
。
創
生
三
年
目
を
迎
え

ら
れ
、
お
役
を
通
し
て
倫
理
の
醍
醐
味
を

体
感
し
て
下
さ
い
」
と
励
ま
さ
れ
た
。  

 

 

続
い
て
小
林
会
長
の
活
動
方
針
、
三
名
の
方
の
決
意
発
表

で
出
発
式
を
終
了
し
た
。
そ
の
後
は
、
席
を
移

し
て
懇
親
会
で
盛
り
上
が
っ
た
。

 

あ
い
さ
つ 

 

小
林
三
雄
会
長 

 

本
年
も
引
続
き
会
長
の
お
役
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
年
間
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
諸
問
題
が
山
積
し
、
家

庭
教
育
の
大
切
さ
が
叫
ば
れ
る
中
、
ま
す
ま
す
高

ま
る
倫
理
運
動
へ
の
期
待
に
心
引
き
締
ま
る
想
い

が
し
ま
す
。
本
年
度
は
「
学
ぶ
」
「
拡
げ
る
」
「
役

立
つ
」
を
三
本
柱
と
し
た
組
織
活
動
の
基
盤
作
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

 
「
学
ぶ
」
活
動
と
し
て
は
会
員
一
人
ひ
と
り
が
テ

ー
マ
を
設
定
し
、
そ
れ
に
向
か
い
努
力
で
き
る
多

く
の
学
ぶ
場
を
ご
用
意
し
ま
す
。

 

「
拡
げ
る
」
で
は
、
十
年
後
に
は
三
五
〇
〇
名
、

二
十
年
後
に
は
七
〇
〇
〇
名
の
長
期
目
標
を
掲

げ
純
粋
倫
理
の
普
及
を
目
的
に
学
ぶ
会
員
及
び

賛
同
頂
け
る
会
員
を
増
や
し
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

「
役
立
つ
」
で
は
、
地
域
に
貢
献
し
、
地
域
か
ら

認
知
・
評
価
さ
れ
る
団
体
と
し
て
奉
仕
活
動
を
展

開
し
ま
す
。

 

皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

決

意

発

表 
 

・地
域
交
流
委
員
長 

 
 
 
 
 

合

津

揚

子 

生
涯
局
の
三
本
柱
を
重
点
に
地
域
に
密
着
し
た
貢
献
活
動

を
積
極
的
に
皆
様
と
心
を
ひ
と
つ
に
取
組
ん
で
参
り
ま
す 

・大

泉
支

部
長 

 
 
 
 
 
 
 
 

森

暁

水 

「
一
人
の
百
歩
で
は
な
く
百
人
の
一
歩
」
を
心
に
、
目
標
を

達
成
し
ま
す
。

 

・
大
泉
南
支
部
班
長 

 
 
 
 
 
 

小

島

周

一 

皆
さ
ん
と
協
力
し
て
二
十
年
度
の
目
標
を
達
成
し
ま
す
。 

家
庭
倫
理
の
会
練
馬
区
役
員
紹
介

 

・
会

長 

小

林

三

雄 

・
子
育
て
支
援
委
員
長 

・
推

進

長 

植
田
き
み
恵 

 
 
 
 

大

土
井
靖

子 

・
副
推
進
長 

小

島

光

代 

・
地

域

交

流

委

員

長 

・
副
推
進
長 

井

口

節

子 
 
 
 
 

合

津

揚

子 

・
事

務

長 

加

藤

道

代 

・
広

報

委

員

長 

・
副
事
務
長 

牧
野
喜
代
子 

 
 
 
 

樋

田

信

子 

・
お
は
よ
う
倫
理
塾
委
員
長 

山

崎

弘

雄 

・
子

ど
も
倫

理
塾
委
員

長 

土

信
田
幸

子 

・
文

化

活

動

委

員

長 

中

村

君

子 

・
青

年
活
動

支
援
委
員

長 

小

島

周

一 

【 

文 

化 

部 

】

 

・
し

き

な

み

短

歌

選

者 
 
 
 

歌

政

子 

・
し

き

な

み

短

歌

講

師 
 
 
 

歌

政

子 

・
秋

津

書

道

講

師 
 
 
 

太

田

純

子 

・
秋

津

書

道

講

師 
 
 
 

山

崎

弘

雄 

 
 

発
行
責
任
者
・
小

林

三

雄 
 

編
集
責
任
者
・
樋

田

信

子 

《 

誓
い
の
こ
と
ば 

》 

今
日
一
日
朗
ら
か
に
安
ら
か
に 

喜
ん
で
進
ん
で
働
き
ま
す 
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合
同
お
は
よ
う
倫
理
塾 

 

 

九
月
九
日
（
日
）
合
同
お
は
よ
う
倫
理
塾
が
開
催
さ
れ

六
十
名
の
参
加
者
で
盛
り
上
が
っ
た
。 

 
 

 

鳥
越
主
席
、
松
本
研
究
員
お
二
人
の
お
話
の
テ
ー
マ
は

「
出
産
」
産
み
出
だ
し
で
あ
り
、
年
度
初
め
に
亘
り
人
間

の
生
命
力
に
つ
い
て
の
内
容
に
は
大
変
感
動
し
た
。 

 

 

特
に
、
松
本
研
究
員
自
身
が
赤
ち
ゃ
ん
を
取
り
上
げ
、

へ
そ
の
緒
を
切
っ
た
と
い
う
場
面
で
は
、
会
場
一
同
が
、

「
ワ
ァ
ー
」
と
い
う
声
と
涙
で
ぐ
し
ょ
ぐ
し
ょ
に
な
る
方

と
、
い
の
ち
の
誕
生
を
目
の
当
た
り
に
し
た
か
の
よ
う
な

感
動
の
う
ず
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。

 

 

終
了
後
は
、
昨
日
の
表
彰
式
で
戴
い
た
盾
を
持
っ
た
、

小
林
会
長
を
囲
ん
で
、
写
真
撮
影
を
し
た
後
、
赤
ち
ゃ
ん

を
お
ん
ぶ
し
た
若
い
マ
マ
さ
ん
（
本
橋
）
な
ど
の
お
産
体

験
で
会
場
は
心
あ
っ
た
か

な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。 

 

敬
老
の
日 

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 

九
月
十
七
日
は
敬
老
の
日
、
今
年
の
百
歳
以
上
の
方
々

は
全
国
で
三
万
二
千
余
名
と
か
。

 

 

家
庭
倫
理
の
会
練
馬
区
に
も
八
十
歳
を
越
え
「
お
は
よ

う
倫
理
塾
」
に
毎
日
通
わ
れ
倫
理
体
操
が
、
会
場
前
の
清

掃
が
元
気
の
も
と
！ 

朝
は
通
え
な
い
が
毎
月
の
短
歌

会
、
書
道
で
心
を
磨
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
方
々
。 

又
、
駅
前
清
掃
な
ど
世
の
為
人
の
為
に
尊
い
働
き
を
さ
れ

て
お
ら
れ
る
お
姿
に
励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

 
 
 
 
 

 

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
！
心
よ
り
お
祈
り
致
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
コ
ー
ナ
ー 

 

「
天
国
の
祖
母
へ
あ
り
が
と
う
」
中

村

水

紀 
私
の
亡
き
祖
母
は
「
あ
り
が
と
う
」
の
達
人
だ
っ
た
ら
し

い
。
こ
れ
は
母
か
ら
聞
い
た
話
で
す
が
、
何
気
な
い
言
葉

を
添
え
て
「
あ
り
が
と
う
」
を
と
び
き
り
の
言
葉
に
変
え

て
し
ま
う
。
そ
ん
な
素
敵
な
人
だ
っ
た
ら
し
い
。 

 

 

例
え
ば
、
布
団
が
干
し
て
あ
る
と
「
日
向
の
に
お
い
が

す
る
。
こ
れ
で
気
持
ち
よ
く
眠
れ
る
ね
。
あ
り
が
と
う
」

と
い
う
風
に
。
普
通
に
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
わ
れ
る
よ

り
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
嬉
し
く
な
る
。
そ
う
い
う
言
葉
が
自

然
に
使
え
る
よ
う
に
、
少
し
だ
け
気
を
つ
け
て
み
る
と
、

少
し
だ
け
素
敵
な
日
々
が
送
れ
る
こ
と
を
伝
え
て
く
れ

た
亡
き
祖
母
に
感
謝
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
。 

 
 
  

 

し
き
な
み
短
歌 

江
古
田
支
苑 

九
月
八
日
（
日
）
高
点
歌
（
旭
丘
地
域
集
会
場
・
十
一
名
） 

年
々
に
疎
遠
と
な
り
ゆ
く
友
思
ふ
便
り
届
き
て
胸

な
で
お
ろ
す 

 
 
 
 
 
 
 
 

鈴
木
八
重
子 

作
品
を
大
事
大
事
と
抱
え
行
く
日
焼
け
し
学
童
の

夏
は
終
り
ぬ 

 
 
 
 
 
 
 
 

歌 

政
子 

秋
立
つ
も
酷
暑
は
続
き
う
だ
る
ご
と
真
昼
の
町
は

人
影
ま
ば
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 

浅
井 

常
子 

 

十

月

の
お
知

ら
せ 

 

十
三
日
（
土
）
中
村
橋
・
十
九
時
会
役
員
・
支
部
長
研
修 

十
四
日
（
日
）
大
泉
学
園
・
五
時
合
同
お
は
よ
う
倫
理
塾 

二
十
一
日
（
日
）
大
泉
学
園
・
七
時 

こ
ど
も
倫
理
塾 

二
八
日
（
日
）
会
員
大
会 

箱
根
湯
本
バ
ス
旅
行 

・ 

参
加
費
３
千
円
（
子
ど
も
２
千
円
） 

・ 

行
先 

湯
本
富
士
屋
ホ
テ
ル
（
休
憩
・
入
浴
） 

・
最
乗
寺
参
拝
・
バ
ス
の
中
も
楽
し
い
よ
！ 

 
 

三
十
日
（
火
）
石
神
井
交
流
セ
ン
タ
ー
・
十
時
〜 

《 

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー 

》 
 

高
松
祐
子
講
師 

 
 

富

士

研 

十
一
月
三
十
日
〜
十
二
月
二
日 

【
編
集
後
記
】
今
年
度
は
、
江
上
智
昭
さ
ん
、
谷
川
昭
さ

ん
、
中
村
水
紀
さ
ん
、
能
美
ゆ
り
さ
ん
四
名
の
皆
様
の
多

大
な
お
力
添
え
を
戴
き
な
が
ら
進
ん
で
参
り
ま
す
。 

 

ど
う
ぞ
一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
樋
田
） 


